
１　点検結果集計 （単位：人）

２　県民意見と対応状況

３　平成30年度当初予算要求での対応

（単位：千円）

「県民協働による事業改善」点検結果と対応状況

事業
番号

B-5 事業名 母子保健推進事業
担当
部課名

健康福祉部
保健・疾病対策課

現行
どおり

移管・
廃止改善の方向性

改善項目（複数回答）
姿・目標 事業内容 広報手法 連携 その他

点検者

強化・拡大 3 1 2 2 1

1

事業改善の必要あり

4 3 1 2

合理化・縮小 1 1

3 3

県民意見 県としての考え方・対応方針
【姿・目標】
・相談が多ければよいわけではないので、相談件数を成
果目標としなくてよいのではないか。

・相談件数については、相談窓口の周知の度合いを計る指標
になると考えております。

合　計 10 3 6 5

1 0
現状維持 6 2

【事業内容】
・不妊相談、SOS信州などの実施時間については、より
利用しやすい休日などに拡大すべきではないか。

・ピアカウンセラー養成の対象は大学生だけでなく高校
生にも拡大したほうが良いのではないか。

・不妊治療の助成には年齢制限を設けないほうが良い
のではないか。

・SOS信州については、今年度試行的に実施時間を拡大してお
りますが、相談件数は微増に留まる見込みであるため、来年度
は周知に注力してまいります。
不妊専門相談については、休日等の実施について検討いたし
ます。なお、利用者の利便性を鑑み、飯田圏域等での出張相
談の充実を図ります。

・高校生へのファシリテーターとしての役割を果たす大学生のピ
アカウンセラーを養成することすることで、性について多感な高
校生に正しい知識を効果的に伝えることができると認識しており
ます。

・年齢とともに妊娠･出産に至る可能性は低下し、妊産婦死亡率
が大幅に増加することが医学的に明らかになっております。母
子ともに安心安全な妊娠･出産を支援する観点から、不妊治療
の助成には年齢制限を設けております。

【広報・PR】
・不妊相談、SOS信州のさらなる周知が必要ではない
か。
（同趣旨4件）
・ライフデザインセミナー受講者数を目標に近づけるた
めの方策が必要ではないか。

・相談窓口周知ステッカーを増刷するとともに、若者が集まる場
所に配布し効果的に周知いたします。

・校長会等の場で本事業の活用について引き続き依頼してまい
ります。また、委託先である看護協会及び助産師会からの情報
発信について検討いたします。

【教育機関との連携】
・ライフデザインセミナーについて、高校生の保健体育
の授業の一環として組み込んでいけばよいのではない
か。

・校長会等において本事業の説明を行い、教育委員会及び教
育機関との連携について検討いたします。

Ｈ30当初要求額 Ｈ29当初予算額 増減

事業費 4,268 4,485 △ 217

・不妊専門相談を飯田圏域等での出張相談に必要な予算を要求しました。

・SOS信州の試行的な実施時間拡大による相談件数の増加は微増にとどまる見込みであるため、平成30年度は

周知に注力し、ステッカーの増刷の予算を要求しました。 〔事業費の主な増減〕

・不妊専門出張相談追加（31千円）

・SOS信州周知ステッカー増刷（86千円）

・SOS信州の試行的な実施時間拡大の終了

（△468千円）

［予算要求時点］


